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北海道石狩低地帯南東・静川台地の第四系

一最終間氷期の堆積物の特性，相対的海水準変動および古地理の変遷一

学位論文内容の要旨

  北海道の中央部の西側を南北に走る、新第三紀後期以降も主に構造盆地として活

動している石狩低地帯の、南東縁部に位置する静川台地の第四系の層序学的研究を

行った。主に多地点のボ―リング・コアの堆積物を岩相層序学的に観察・分析・記

載し、周辺の第四系層序およびテフラ層序と対比し、編年し、特に静川寒冷期（近

藤ほか、1984)～最終問氷期の古地理の変遷を考察した。研究の過程で、相対的海

水準変動、および堆積層形成過程とその後の基盤の昇降運動にっいて考察し、同低

地 帯の この間 の地 質発達 過程 の一端 を解 明した。結果は以下に要約される。

  1．第四系は下位からSZ―0～SZ -彊層（下部更新～完新統）に区分され、各層の

堆積環境特性が推定された。静川寒冷期に、当台地に開析谷が形成され、谷底に陸

成のSZ－mN層（新称）が堆積し、その上位に最終間氷期堆積物層．SZ-IV層が整合

的 に累 重し、これは最終氷期初頭の堆積物層SZ―V層～SZ- VI層に覆われる。

  2.分布する中～後期更新世テフラを分析し対比した。地層の堆積時代は古地磁

気層序．テフラ層序とその年代、及び花粉層序・静川寒冷期堆積物の花粉組成特性

により推定した。即ち、llpfa3；55ka（胆振団体研究会，1987、19 90)、．Aafal；80ka

［本研究の層序関係から推定］、Aafa2；95ka [FT:0．13+0. 031I'a；奥村・寒川（1984)、

90～100ka；町田ほか(1987)から推定］、Aafa3；100ka［奥村(19 91)を踏襲］、Aa

fa4；104ka［本研究の層序関係から推定］、さらに静川寒冷期；18 0N13 0ka［近藤ほか

（1984、1988）、小林・阪口（1977）、小野．五十嵐(1991）から推定］である。

  3.堆積物の粘性土層の物性値とその変化傾向を考察した。堆積物の特定の物性

値と堆積時代との相関曲線において、静川寒冷期と最終間氷期との間に急変点が認

め ら れ る が -  SZ - IV層 内 で の 物 性値 の変化 は比 較的小 さい 特徴を 示す 。



  4．静川寒冷期から最終間氷期にいたる堆積過程において、気候変動と相対的海

水準変動との関連性では、温暖化と海面上昇、寒冷化と海面低下化とが対応し、か

つ変化パターンのフェ―ズが一致する。  SZ- IV層堆積期には3っの相対的海水準上

昇ピ―クとその間の2っの相対的海水準降下トラフとが認められ、各々下位からSZ

-Wピ―ク1～SZ-Wピーク3，およびSZ-Wトラフ1～SZーWトラフ2と仮称した。

  5．低地帯南部域の水理地質学的断面図を岩相層序学的に解釈し、静川台地の第

四系層序に対比し，地層の分布、堆積環境の変化から石狩低地帯南部一帯の古地理

の変遷を推察した。 1)静川寒冷期からの気候の回復、温暖化に伴い先厚真・静川

台地海進（新称）が生じ静川台地を含む石狩低地帯南部は海域となるが、厚真地域、

由仁安平低地は依然陸域である。 2)中間寒冷期(SH－V期―近藤ほか、1988)には

海退が生じ、静川台地北半域は陸水域となり泥炭挟在の陸成層． SZ-W-I[亜部層（近

藤ほか、 1988)が堆積した。本亜部層とその相当層は石狩低地帯南部の広域に断続

的に分布する。3)再び気候の温暖化に伴い、より規模の大きい厚真海進（馬追団

体研究会、19 83.を再定義）が生じ、静川台地、厚真地域、由仁安平低地を含む石

狩低地帯南部一帯は海域に変わる。ただし、海進期の中間に気候の冷涼化に伴う小

海退が1回生じた（近藤ほか、 1988)。最終問氷期の後期には海水準の低下が生じ、

陸成層が形成され、以降静川台地には海進はない。4)静川台地付近は、最終氷期

初頭に扇状地が発達し、その後2回の顕著な寒冷期を経験した後、後氷期を迎えた。

  6．静川台地の静川寒冷期～最終間氷期の堆積物層累積体（SZー皿N～SZ-W層）

は、一連整合であることから深海コアの層序．6 180による氷期ステ→ジ．サブス

テージ（SHACKLETON，1987）に、即ち、静川台地のSZ―mN` SZ-W、SZ－Va，SZ―V

b、 SZ -W層 は そ れ ぞ れ 、 6、 5e， 5d， 5c、 5b～ 5aに 対 比 さ れ た 。

  7.静川台地の最終間氷期の3っの海面上昇ピ―ク：SZーWピーク1～3は、深海

コアの5eサブステ―ジの海水準変化曲線の、4っの海面上昇ピ―ク（SHACKLETON，

1987）の初めから3っ目までのピ―クにそれぞれ対比される。1）静川台地での各

ピーク．トラフ時点での相対的海水準およびSHACKLETON（1987）の時間尺度からの

推定年代は下表に示される。2）相対的海水準が当時の古海水準に等しいと仮定し、

古海水準の各ピ―クに向かう上昇速度およびトラフに向かう下降速度（いずれも最

大値、cm/y)を推定した。即ち、sz-wピーク1、同2、同3への上昇速度およびSZ

―Hトラフ1への下降速度は順次1．0，O．7以上、0.4、及び0.5(cm/y)程度である。



sz -Wピ―ク3  ：約117 ka前；―7m程度（離水期は約115 ka前）
sz-lnトラフ2  ：約118ka前；―12m付近
SZ-VIピ―ク2  ：約12 0ka前；―12mの上位（上限不明）
SZーWトラフ1  ：約122ka前；ー22m  (SH―V寒冷期に対応）
SZ - VIピ―ク1  ：約124ka前；―10m付近
静川寒冷期後の気候回復期：約12 7ka前；―40～―35m付近

  8．静川台地を不動と仮定し周辺域の最終間氷期以降の基盤の昇降運動を推定し、

検討を加えた：1）中間寒冷期のSZ-WーM亜部層・相当層の基底層準を当時（122ka前；

Tl）の汀線とみなし、それらの現在高度の静川台地のそれとの差異（Hl）に着目し、

圧密を無視した場合の各地点の垂直的構造運動の方向・運動量・運動速度(R1= H1

／T1）を推測した。2）同様の方法で、最終間氷期の海成堆積物層上限（堆積時代を

115 ka前と推定；T2)に関する対応する項目(H2、R2- H2／T2など）を推測した。

さらに、3)R1とR2との平均値（Rav）を求めた。また、4)中間寒冷期以降の最終間

氷期期間内での垂直変位量の差異に着目し、この限定時間内での基盤の変位速度R3

〓［H1－H2］／［T1―T2］を算定した。5）各地点の基盤の平均変位速度Rav（m/10

’y）と限定的変位速度R3（m/10’ y)の値（―：沈降）は各々、厚真町朝日：0．31，

1． 71、鵡川町二の宮：0．28，1．42、追分町弥生：0．13，1．00（上限）、上厚真東：－

0． 16，-1．28、静川台地南：．―0．24，-0．57、静川台地西縁：―0．08，―1．85、苫

小牧北付近：－0． 33，―2．85である。6）この期間、厚真地域の隆起，静川台地周縁

域・苫小牧北地域の沈降現象が顕著である。ただし、沈降域では静川台地より圧密

量が大きいことが想定され、基盤の推定沈降速度は予測最大値を与える可能性があ

る。7）由仁安平低地中央部は、0． 13―0．31＝―0．18［限定期間内で1．0―1．7＝－

0．7］（m/10’y）程度の相対的沈降域であり、さらに海域から陸水盆地への転換は

概ね110 ka前と推定された。8）限定的変位速度は平均的変位速度の5～8倍程度大き

い。9）古海水準上昇速度（最大値）は、基盤の平均隆起速度および限定的隆起速度

のそれぞれ20倍、3倍程度大きい。10）静川台地は最終間氷期以降、堆積層の圧密

に伴う沈降と基盤の隆起とがほぼ均衡状態にある地域である可能性を示す。
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北海道石狩低地帯南東・静川台地の第四系

一最終間氷期の堆積物の特性，相対的海水準変動および古地理の変遷一

地 球 史の 中 でも 、   も っ と も新 し い第 四 紀は 人類紀と も呼ばれ、 我々をと りまく現 在

の 地球 環 境は 、 第 四紀 を 通 じて 起 こっ た グ ロー パ ルな 環 境変遷 の延長上 にある。

本 論 文は 、 北海 道 石 狩低 地 帯南 部 の 第四 紀 地 史を総 括したも のである 。

申 晴 者 は 、 苫 小 牧 の東 方 、 静川 台 地の 地 下 地質 の 詳 細な 解 明を 基 礎 に、 石 狩低 地 帯

南 部 の 古 地 理 的 変 遷 を、 海 水 準変 動 を軸 と し て研 究 し た。 静 川台 地 に は大 規 模な 石 油

備 蓄 基 地 が 設 け ら れ て い る が 、 モ の 基 礎 調 査 に あ たっ て 実施 さ れ た300本 以上 の 高 密

度 ポ ーリ ン グよ り 得 られ た 地 下地 質 資料 に っ いて 、 堆積 物 特 性の 検 討、堆積相 の解析、

火 山 灰層 （ テフ ラ ） の同 定 な ど、 多 面的 手 法 で研究 したもので ある。  そ の結果得 られ

た 新 知 見は 多 いが 、 中 でも次 の四点が 特に注目さ れる。

1．   静 川 台地 の 第 四系 は S｜ ―Oから VIまで の 9層 に岩 相 的 に区 分 され る が 、  Sz―

m層 は 厚 い 泥 炭 を 挟 む 陸 成 層 で 、 泥 炭 に は 多量 の Picea， Abies， Larix花 粉を 含 み 、

最 終氷 期 の ーつ 前 の寒 冷 期 （静 川 寒冷 期 ．   18～13万年前 ）の堆積 物と認定さ れた。こ

の 時 期 の海 水 準は ― 15m以深 で あっ た 。 北海 道 の 第四 系 から は 初 めて 明 らか にさ れた事

実で、   これ以降 の堆積物は基本的に整合一連である。

2． Sr― V、 VI、 u層 お よ び そ れ ら の 相 当 層 は 火 碎 碎 屑 物 お よ び 粗 粒 陸 成 堆 積 物 よ

り なり、Spfa－ 1からAaf a-4まで 多数の火 山灰層（テ フラ）を 含む。  テ フラの同定は重

鉱物 分 析 によ り 、  と くに 磁 性 鉱物 の 熱磁 気 特 性お よび格子 定数を対比 の手段と して用

いている 。  これら のテフラの年代（ 10～3万年前）からみて、  SエーV、  VI、  W層は最

終 氷 期 の 堆 積 物 であ る 。



    3.  上葺己の地層に挟まれるS‘- 1V層とその相当層は海成層で、最終問氷期の堆積物

と位置づけられる。  この地層をもたらした海進は厚眞海進（広義）と呼ぱれるが、堆

積層の詳細な解析によれぱ、  その中に三つの海進と、ニっの小海退イベントが識別さ

れる。海進、  海退のパタ―ンは、  シャ．’クルトンが深海コアより求めた海水準変動力

一プと良い一致を示す。  このように陸上堆積物から、最終間氷期中のイベントが明ら

かにされたのは、わが国では初めてのことで、各イベントの年代の細かい推定が可能

となった。  これによると最終闘氷期（13から11.2万年前）中の早い時期の小海退イベ

ントは12.1万年前とみなされる。静川寒冷期以降の最終間氷期の海水準上昇量は少な

くとも38－に及ぶ。なお、最終間氷期の海進は、本州では下末吉海進と呼ばれるもの

に相当するが、  これにっいては従来大まかにrっのサイクルをなすものと認定されて

いたのみであった。  また、海進のピーク時（12．4万年前）には、石狩低地帯の南・北

が一連の海域となっていた可能性もある。

  4.最終間氷期中，の海面上昇速度は最大で1．Oc.／yで、下降の速度は0．5c｜／y程度

と見積もられる。一方、同期間中の海退期のー泥炭層を缶唐として、その高度、深度

から基盤の垂直変動量を算定すると、その値は多くとも0．0 3c■／yとなる。堆積居の圧

密による影響は考えなくてはならないが、各地点毎に圧密が同様な経過をたどったと

みなせぱ、相対的海水準の変動の認定には支障がない。  このこと倣、  日本列島のよう

な変動帯においても、基本的には第四紀堆積層の層厚、層相は、．グローバルな海水準

変動の直接の結果とみなしうることを意味する。

  以上のように、本論文は北海道の第四紀地史に大きな貢献となるもので高く評価さ

れる。  またその成果は今後、地質工学′よど応用面においても活用されるものと信ずる。

参考論文の多くは、本論文の基礎となった研究成果で、すでに高い評価をうけており、

審査貝一同は申請者が博士（理学）の学位をうけるに充分な資格があるものと認めた。
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